
礼拝アウトライン 1 月 19 日 

１部：真のリバイバル(使徒 13:1-12) 

信者の行く道には人や状況による様々な混

乱があるので、それを超えて人を生かす真の

リバイバルに繋がる光の道しるべを建てる

絶対目標に向かって再創造の祈りが求めら

れる。 

 

1。どんなことが起きても騙されずに御座の

働き(バック)を信じて祈る。 

 1）霊的なことが先に起きることを信じて 

 2）神様の計画が成し遂げられることを信 

じて 

 3）Heavenly Thronely Eternally の力が現れ

ることを信じて 

 

2。先に神の国の答えを受けることを信じて 

祈る。 

 1）予め味わう-7 つのやぐら 

 2）予め答えられる-7 つの旅程 

 3）予め力を受ける-7 つの道しるべ 

 

3。神の国のことがなされて、誰も止められ 

ない光の道しるべを建てることを祈る。 

 1）カルバリ山、オリーブ山、マルコのタ 

ラッパンの道しるべを建てて 

 2）完璧な聖霊の導きに従い絶対弟子を見 

つけ絶対やぐらを建てる光の道しるべ 

に従い 

 3）ローマに光の道しるべを建てて 

237(5000)に絶対やぐらを建てること 

を祈る。 

 

神様は 世界福音化に用いられる伝道者を育

てるそこに答えを与えられること、そのため

に 3 つの庭、金土日時代、黙想時代を開く教

会に最高のものをもたらすこと、それで神様

が願われる所は、義人(弟子)がいる現場

(237-5000)であることを覚えて祈ろう！ 

 

 

 

 

２部：神様の力はいつ現れるのでしょうか。 

マタイ２８：１８－２０  

 

 信者は自分が誰であって、イエス・キリストは

どういう方なのかを正しく知ると、神様の祝

福と力を実際に体験するようになります。つ

まり、人はどこから来て、何のために生き、

どこに向かう存在なのかが分かった時から、

その体験は始まります。 

 

1． そのために、まず７つの真理を改める必要

があります。 

1） 本来、人間は神のかたちに創造され、神様

と共に安らげるように作られた存在です。

（創世記１；２７） 

2） しかし、悪魔のしわざで神のかたちは壊れ、

その霊は死んだ状態になってしまいました。

（創世記３：１－１０、エペソ２：１－２、

ヨハネ８：４４） 

3） その時から人生には、死と苦しみ、失敗が

入り込んで繰り返すようになりました。（創

世記３：１１－２０） 

4） 人は、地上で旅人の生涯を終ると、永遠の

苦しみの世界（地獄）に行きます。（ルカ１６：

１９－３１） 

5） 神様は、このような人間に神のかたちを回

復するために、この世に来られて、悪魔に打

ち勝たれました。（l ヨハネ３：８） 

6） イエス・キリストは神様でありながら人間

である唯一の方です。（ヨハネ１：１４、ピリ

ピ２：６－１０） 

7） このイエス・キリストを信じて受け入れる

時、すべての問題は解決されます。（マタイ１

１：２８） 

 

2． これをベースに、信者はこれから３つの戦

いに挑まなければなりません。（意識して） 

1） それは、自分自身との戦いです。ヨハネ８：

３２に“あなたがたは真理を知り、真理はあ

なたがたを自由にします”とあるように 

① 自分の環境にとらわれ自分で悩まず、それ

を主に委ねて、主のご計画を発見すべきです。 

② 自分の意志より先に、神様の御心を求める

べきです（主の祈り）。 

③ 自分のプランより神様のご計画を完璧なも

のと信頼すべきです。（ローマ８：２８－２９） 

④ 自分の主義主張や自分の考えは益になりま

せん。 

⑤ つまり、自分自身を完全に主に委ねること

です。 

⑥ 真理はイエス・キリストであり、イエス・キ

リストは聖なるお方ですので、聖なる生き方

は自分を完全に自由にします。 

2） 終末の時代、信者を騙すサタンとの戦いで

す。 

① 自分の力では負けますが、イエス様の権威

をもって勝てます。 

② ヨハネ１：１２に、その権威を与えられると

あります。 

③ マタイ２８：１８に、イエス様は、天と地の

すべての権威をもっておられるとあります。 

④ マルコ１：２７には、イエス様の権威の前で、

悪霊も従ったとあります。 

⑤ なぜなら、イエス様が来られたのは、悪魔の

しわざを打ち壊すためだからです。（l ヨハネ

３：８） 

⑥ 信者がイエスの名を呼ぶときに、その権威

が表れます（ヨハネ１６：２４） 

3） この世との戦いです。―聖霊の導きを受け

るべきです。 

① ヨハネ１４：１６に、もう一人の助け主であ

る聖霊が、いつまでも共にいると約束してあ

り、 

② ヨハネ１４：２６－２７には、その聖霊がす

べてを思い起こしてくださると言われまし

た。 

③ l ヨハネ２：２０－２７には、注ぎの油で悟

りを与えるとあります。 

④ マタイ１２：２８には、神の御霊が臨まれる

と、そこに神の国が来ていると言います。 

⑤ 使徒１：８には、聖霊が臨まれると、力を受

けると言われます。 

 

3． 神様の力はいつから始まるのでしょうか。 

1） 私たちが神の子どもになり、原罪が解決さ

れた時から、すでに祝福は始まっています。 

2） なので、今ある罪科をクリアすると、神の

力は表れます。 

3） そして、苦難や迫害、病気と挫折の状況の

中から、神の計画を発見するようにしましょ

う。 

4） 自分の人生にある神様の目的を見つけるべ

きです。 

5） 今自分の置かれているところにある、自分

の考えにまさる神様の御心を探し出しまし

ょう。 

6） それのために祈るとき、神様の力が臨むよ

うになります。 

7） イエス・キリストで満足し勝利することが

出来ます。 

 

 
１部-使徒 13:1-12 真のリバイバル 

なるほど/どんなことが起きても騙されずに御座のバックを信じて祈り、予め神の国

の答えを受ける祈りをし、神の国のことがなされて光の道しるべを建てることを祈

ると、人を生かす真のリバイバルが起きる。 

ならば/絶対弟子との出会いを通して絶対やぐらを建てることにフォーカスを合わ

せて、3 庭、金土日時代、黙想時代を開く教会を祈り、献身を祈ろう！ 

 

２部-マタイ 28:18-20 神の力はいつ現れるのか？ 

なるほど/救われたことで全ての問題は終わったことを確認して、自分とサタン、こ

の世に騙されないように、常に神の御こころと計画を求めつつ、御言葉により聖霊に

導かれ、キリストの御名の権威を味わう時、神の力を体験出来る。 

ならば/救われる前の古い自分を吟味して捨てる戦いをし、血肉との戦いに流されな

いように、この世の声や欲を避けて世を生かす宣教に集中するように祈ろう！ 


